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第４回福知山市避難のあり方推進シンポジウム
第１部 報告

福知山市における
避難のあり方の方向性

福知山市における
避難のあり方の方向性



1976～1985年
平均約226回

2014～2023年
平均約330回

約1.5倍に増加

「非常に激しい雨」の発生回数の変化

◆時間降水量50ｍｍ以上の「非常に激しい雨」はここ47年で約1.5倍に増加

気象の変動 降雨の激甚化

（出典 気象庁）

国連は、豪雨の原因となる地球温暖化の進行について「気候の崩壊が起きている」と
強い危機感を示している



大地震の発生

阪神・淡路
大震災

新潟県
中越地震

東日本
大震災

熊本地震 北海道胆
振東部
地震

能登半島
地震

南海トラフ
地震

三峠断層
地震

発生年月日 H.7.1.17 H16.10.23 H23.3.11 H28.4.16 H30.9.6 R6.1.1 xx.xx.xx xx.xx.xx

最大震度 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７

マグニ
チュード

7.3 6.8 9.0 7.3 6.7 7.6 X X

地震の種類 直下型 直下型 海溝型 直下型 直下型 直下型 海溝型 直下型
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住家被害
（棟）
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半壊
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xxxx
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過去の主な大地震 今後発生？

※被害については気象庁ＨＰより抜粋



・令和元年度～２年度にかけて、京都大学矢守教授を座長とし、有識者や地域代表、
国、府などの関係機関、消防団などの参画のもと、「福知山市避難のあり方検討
会」を設置しました。

・本検討会において、平成３０年７月豪雨等、近年、気象状況が激変する中、激甚化
する豪雨災害が頻発しており、また社会環境の変化、スマートフォンなど情報伝達
ツールが多様化していく中で、改めて、市民の避難に対する意識のあり方や、避難
行動に繋げるための情報発信のあり方、要配慮者の避難支援や避難所運営等も
含めた避難のあり方全般について、今後の対応策の検討を行い、令和３年３月に最
終とりまとめを行いました。

＜検討会の開催経過等＞
・第１回検討会 令和元年11月
・第２回検討会 令和元年12月
・第３回検討会 令和２年２月
・中間とりまとめ 令和２年６月
・第４回検討会 令和２年12月
・第５回検討会 令和３年２月
・最終取りまとめ 令和３年３月

＜検討した６つのテーマ＞
①避難のスイッチとなるどんな情報をどのような形で発信するのか！
②高齢者や災害時要配慮者等に情報をどのように伝えるのか！
③高齢者等の災害時要配慮者など、住民をどのように誘導するのか！
④避難先はどうするのか！
⑤避難所の受入れ体制・運営はどうするのか！
⑥災害リスクを理解し避難行動につなげるための防災教育の推進！

福知山市の防災の取組（福知山市避難のあり方検討会）

 避難のあり方検討会最終とりまとめで定めた今後の方向性に基づき、地域で作るマイマップを
通じた避難スイッチの設定や、福知山市防災アプリ、防災行政無線等による地域ごとのきめ細か
な情報発信、要配慮者の個別避難計画の作成、ふくちやま版防災リテラシー教育の推進等、テー
マごとにモデル実施を行うなど、具現化を図るための取組を進めていきます。



河川水位情報
（京都府管理河川）

河川水位情報
（国管理河川）

監視カメラ画像情報
（京都府河川防災カメラ）

監視カメラ画像情報
（川の防災情報簡易型カメラ）

監視カメラ画像情報
（福知山市防災情報カメラ）

土壌雨量指数情報
（京都府土砂災害警戒情報）

浸水検知センサー情報

ダム放流情報
（大野ダム）

◆ 収集する情報

情報収集・蓄積

警戒レベルの判定

避難スイッチの発令

避難情報等発令支援システム

福知山市防災
アプリ

福知山市 市民総務部
危機管理室

アラート音
（警告音
等）

職員PC

アラート表示
（基準値超
過）

福知山市民

スマートフォン
（自治会・市民）

アラート（警告）通知

手動発令
・浸水検知
・ダム放流

避難情報の発令
状況リスト表示

市民へ避難情報の発令
（自治会単位）

自動発令
・河川水位
・土砂災害

ローカルエリア
リスク情報

避難情報等発令支援システム

令和5年
台風第7号時の

避難スイッチの
発令状況

テーマ１ 避難のスイッチとなるどんな情報をどのような形で発信するのか！



テーマ２ 高齢者や災害時要配慮者等に情報をどのように伝えるのか！

高齢者等には手法を、あらゆる世代の方には関心を！
⇒インストールのサポートや操作に関する講座等を開催し、広報・啓発等により関心を持っていただく

公開から3年半で約19,000ダウンロード（R6.12月現在）

福知山市民の4人に１人以上がダウンロード！



避難行動要支援者名簿の登録者 約3,000人

公助（行政）による計画作成

 心身の障害程度が重度の方、
社会的に孤立されている人

 自身や家族、地域の支援では
避難ができない人

 地域への名簿提供へ同意いた
だけない人

共助（地域）による計画作成

 心身の障害程度が中軽度の人
 自身や家族の支援では避難が
できず、地域の支援はあれば避
難ができる人

 地域への名簿提供がある人

自助（家族）による計画作成

 心身の障害程度が中軽度の人
 自身や家族の支援で避難がで
きる人

自助、共助による避難支援 公助による避難支援

優先度「高」
令和7年度までに完了

作成の結果、公助による避難支
援が不要となった場合は、自助・
共助に移行する。

公助プランを先行して実施し
つつ、自助・共助による取組を
拡大する。

約300人

名簿登録者のうち、地域への情報提供の同意者 約2,000人

テーマ３ 高齢者等の災害時要配慮者など、住民をどのように誘導するのか！



テーマ３ 高齢者等の災害時要配慮者など、住民をどのように誘導するのか！

要支援者避難訓練

R6.12.8 グリーンビラ夜久野 R6.12.8 グリーンビラ夜久野

R6.6.1 五十鈴荘 R6.9.14 三和荘



• 第１回は小中学生を含む家族20組、第２回は小学生を含む家族14組に参加いただいた。
• 「今後も車中泊避難をしたい」と思われる家族が第1回は85％、第2回は64％と関心が高かった。（アンケート結果より）
• 第１回は寒い時期、第２回は暑い時期に開催することで、季節に合わせた対策を検討いただいた。
• 第１回は車中泊避難の注意点や参加者の皆様からの感想などまとめた動画を作成し、福知山市公式YouTubeで公開している。

（第２回動画は今年夏ごろ公開予定）

テーマ４ 避難先はどうするのか！

第1回動画はこちら ⇒



委託化のメリット

地元委託をしている広域避難所

テーマ５ 避難所の受入れ体制・運営はどうするのか！

広域避難所の運営委託化（Ｒ６～）

福知山市と委託組織において、広域避難所の開設業務委託契約を締結

【委託内容】
・委託組織は、あらかじめ広域避難所派遣員を任命し市に届出を行う。
・広域避難所を開設する必要がある場合には、市が委託組織に対して開設依頼を行い、委託組織は
派遣員に開設を指示する。

・派遣員は、「広域避難所開設・運営マニュアル」に基づき、避難所の開設・運営を行う。
（避難者受入準備・報告、避難者数の把握・報告、体調不良者への対応、避難所閉鎖作業・報告など）
・閉鎖の際は、市から委託組織に対して閉鎖依頼を行い、委託組織は派遣員に閉鎖を指示する。
・包括的な事務経費を委託組織に支払う。
・別途、災害時の派遣員の実働に応じた賃金を支払う。

・開設までの時間短縮が図れる
・避難者と顔の見える関係による避難の促進
・委託による地元への還元

・中六人部ふれあいセンター
（中六人部自治協議会が実施）
・佐賀会館（佐賀地区自主防災会が実施）

今後も順次拡大予定

R6.5.14 協定締結



テーマ５ 避難所の受入れ体制・運営はどうするのか！

京都府総合防災訓練 兼 福知山市地域防災訓練

日 時：令和６年10月27日（日） 9：00～12：00
場 所：三段池公園総合体育館
参加機関：福知山市、京都府、医師会、看護協会、日本赤十字社、ＪＲＡＴ、ＤＷＡＴ、男女共同参画

センター、社会福祉協議会、庵我地区住民など
内 容：避難所運営訓練、災害医療救護訓練、保健医療福祉調整支部訓練など
成 果：避難者の健康観察や支援活動を通じて多職種連携による訓練を実施できた。

避難者役の住民の皆様には、どのような支援を受けられるのか体験いただけた。

保健医療福祉調整支部訓練 災害医療救護訓練



テーマ６ 災害リスクを理解し避難行動につなげるための防災教育の推進！

R6.6.28 雀部小学校

R6.7.4福知山高等学校附属中学校 R6.7.6 惇明わんぱく教室

R6.6.16 自主防災リーダー養成講座



地域版防災マップ（マイタイムライン）

テーマ６ 災害リスクを理解し避難行動につなげるための防災教育の推進！

全自治会で作成完了予定！（Ｒ６末）
320件／325自主防災組織（R6.12末）
※併せて全自治会で自主防災組織を設置

福知山市総合防災ハザードマップとは別の自治会独自の防災マップ



大規模災害対応力強化検討会の立ち上げ

過去の大規模震災（阪神・淡路、東日本、熊本、能登半島地震）における取組み
事例や知見、職員派遣によって得た経験を参考に、本市の地域防災計画及び業務継
続計画の実行性向上のため「大規模災害対応力強化検討会」を立ち上げた。

福知山市

地域防災計画

福知山市大規模災害

対応力強化指針

避難のあり方

福知山市災害時職員実行

マニュアル

第１回 Ｒ６.12（実施済） 第２回 Ｒ７.４

第３回 Ｒ７.８ 第４回 Ｒ７.11

第５回 Ｒ８.１（まとめ）

イメージ

１ 福知山市大規模災害対応力強化指針の作成

・福知山市地域防災計画を円滑に運用するための
細部の活動指針
・予防編、発災直後・応急対応編、復旧編、復興編
を今後の検討会で議論

２ 業務継続計画、受援計画の改正

３ 避難所の環境改善について

過去の大地震での避難生活の長期化などに起因
する災害関連死の発生を教訓に避難所の運営や環
境整備、公的備蓄の品目等を検討

議論内容

スケジュール（案）

R6.12.4 第1回検討会


